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９
月
４
日
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議 

は
、
９
月
市
議
会
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
１
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

都
心
環
境
計
画
に
基
づ
く
整
備
事
業
と
し
て
、
豊
田
市

駅
西
口
施
設
の
整
備
、
東
口
駅
前
広
場
設
置
事
業
の
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
計
画
段
階
で
あ
る
豊
田
市

駅
東
口
駅
前
広
場
設
置
事
業
は
、
イ
メ
ー
ジ
図
の
具
体

化
の
検
討
に
お
い
て
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
お
よ
び
情
報
公
開
が
必
要
で
す
。 

Ｑ
市
駅
西
口
バ
ス
乗
降
場
へ
の
集
約
化
に
よ
る

市
駅
周
辺
商
業
施
設
、
中
央
図
書
館
、
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
が
入
っ
た
参
合

館
、
ギ
ャ
ザ
、
コ
モ
ス
ク
エ
ア

な
ど
の
利
用
者
へ
の
影
響
と

対
応
策 

Ａ
豊
田
市
駅
東
口
の
商
業
・
公
共
施

設
等
か
ら
西
口
集
約
化
後
の
バ
ス

乗
降
場
を
利
用
す
る
場
合
、
現
況
の

東
口
バ
ス
乗
降
場
よ
り
も
ア
ク
セ

ス
距
離
が
長
く
な
り
、
バ
ス
利
用
者

の
利
便
性
が
低
下
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。 

・
令
和
４
年
に
実
施
し
た
２
回
の
交

通
実
証
実
験
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
、
バ
ス
利
用
者
が
東
口

の
商
業
・
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て

い
る
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。 

・
「
東
口
駅
前
広
場
周
辺
」
に
新
規

に
バ
ス
停
を
設
置
す
る
計
画
で
あ

り
、
東
口
を
含
め
た
豊
田
市
駅
周
辺

の
商
業
・
公
共
施
設
等
の
利
用
者
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

バ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
。 

Ｑ
駅
西
口
バ
ス
乗
降
場
へ
の
集
約
化
に
よ
る
バ
ス

利
用
者
へ
の
影
響
と
対
応
策 

Ａ
・バ
ス
乗
降
場
を
豊
田
市
駅
西
口
に
集
約
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
況
と
比
べ
て
、
西
口
に
発
着
す
る
バ
ス
本
数

が
約
２
倍
と
な
り
、
歩
行
空
間
で
は
、
バ
ス
利
用
者
と
歩

行
者
・
自
転
車
等
の
通
行
者
が
錯
綜
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。 

・
対
応
策
と
し
て
、
歩
行
空
間
の
昇
降
施
設
を
集
約
し
、

バ
ス
利
用
者
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
、

分
か
り
や
す
い
バ
ス
案
内
表
示
や
バ
ス
待
機
列
の
路
面

標
示
、
歩
行
者
動
線
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
図
り
、

安
全
・
安
心
で
円
滑
に
バ
ス
利
用
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
く
。 

【
意
見
】
西
口
バ
ス
乗
降
場
か
ら

発
着
す
る
バ
ス
の
本
数
が
増
え
、

限
ら
れ
た
空
間
に
バ
ス
利
用
者
が

集
ま
り
、
歩
行
者
・
自
転
車
も
通

行
し
ま
す
。
朝
夕
の
混
雑
時
に
は
、

現
在
で
も
長
い
行
列
が
狭
い
ス
ペ

ー
ス
に
並
び
、
安
全
と
言
え
る
で

し
ょ
う
か
。 

 

Ｑ
豊
田
市
駅
東
口
駅
前
広
場 

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
を

含
め
た
進
捗
は
。 

Ａ
豊
田
市
駅
東
口
駅
前
広
場
の
整 

 

備
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
に

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大
会

ま
で
に
「
交
通
広
場
部
分
」
の

整
備
完
了
・
供
用
開
始
を
目
指

し
、
工
事
を
進
め
て
お
り
、「
ま

ち
な
か
広
場
」
を
含
め
た
全
体

整
備
は
、
令
和
１
１
年
度
末
の

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。 

・
予
算
に
つ
い
て
は
、
現
在
「
ま

ち
な
か
広
場
」
の
設
計
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
全
体
を
把
握
で
き
て
い

な
い
が
、
ま
ち
な
か
広
場
の
工

事
に
着
手
予
定
の
令
和
８
年
頃

を
目
途
に
、
全
体
整
備
内
容
を

と
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
。 

【
意
見
】
予
算
、
全
体
像
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
示
し
、
意
見
を

反
映
す
べ
き
。 

 

Ｑ
豊
田
市
駅
前
に
設
置
す
る

バ
ス
停
の
位
置
は
。 

Ａ
令
和
４
年
に
実
施
し
た
２
回
の

交
通
実
証
実
験
に
お
け
る
バ

ス
停
の
利
用
状
況
に
加
え
、
バ

ス
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し
て
、

「
東
口
駅
前
広
場
周
辺
」
に
バ

ス
停
を
設
置
す
る
方
針
で
、
関

係
機
関
で
あ
る
愛
知
県
公
安
委

員
会
や
バ
ス
事
業
者
と
具
体
的

な
協
議
を
進
め
る
。 

 

Ｑ
豊
田
市
駅
東
口
駅
前
広
場

設
置
に
よ
る
バ
ス
利
用
者
へ
の

影
響
と
意
見
の
把
握 

Ａ
豊
田
市
駅
東
口
駅
前
広
場
は
、

「
東
口
駅
前
広
場
周
辺
」
に
設
置
予

定
の
バ
ス
停
の
利
用
者
が
、
豊
田
市

駅
を
利
用
す
る
場
合
の
歩
行
者
動

線
と
な
る
た
め
、
「
ま
ち
な
か
広

場
」
の
利
用
者
と
錯
綜
し
な
い
よ
う

に
広
場
機
能
を
配
置
す
る
な
ど
、
安

全
・
安
心
で
円
滑
に
移
動
で
き
る
歩

行
空
間
を
確
保
す
る
。 

【
意
見
】
バ
ス
利
用
者
は
、
駅
に
近

い
場
所
を
望
ん
で
い
ま
す
の
で
、
意

見
を
十
分
に
把
握
し
て
、
反
映
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

Ｑ
交
通
結
節
点
と
し
て
の
本

市
の
駅
前
整
備
の
考
え 

Ａ
都
心
環
境
計
画
で
は
、
豊
田
市
駅

周
辺
を
本
市
の
玄
関
口
と
し
て
、
新

た
な
交
通
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
「
超
高
齢
社
会
に
適
応
し
た
交
通

結
節
機
能
の
強
化
」
を
進
め
て
い

く
。 

https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R060612A/115380/10/1//1/%93%73%90%53%8A%C2%8B%AB%8C%76%89%E6/0#hit6
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もとむら伸子 

衆議院議員 

すやま初美 

党中央委員 

今
年
も
恒
例
の
平
和
を
願
う
戦
争

展
を
８
月
２
４
，
２
５
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

２
年
半
も
続
く
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
戦
争
に
加
え
て
、
昨
年
１
０
月

か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ
の
空

爆
に
よ
る
悲
惨
な
状
況
が
日
々
伝
え

ら
れ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
で
も
岸
田
内
閣
が
５
年
間
で
４

３
兆
円
に
も
上
る
軍
事
費
を
用
意
し

て
軍
備
を
拡
大
す
る
と
い
う
方
針
を

打
ち
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
市
民
社
会

に
も
、
戦
争
へ
の
漠
然
と
し
た
危
機

感
、
不
安
感
が
広
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
い
つ
も
の
年
よ
り
も
、
長

く
会
場
に
と
ど
ま
っ
て
、
熱
心
に
展

示
に
見
入
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

２
日
間
、
催
し
企
画
へ
の
参
加
も
あ

わ
せ
て
、
来
場
者
は
延
べ
６
０
０
人

で
し
た
。 

会
場
の
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
に

他
の
目
的
で
来
館
し
た
ら
、
た
ま
た

ま
こ
の
戦
争
展
を
や
っ
て
い
た
の

で
入
っ
て
み
た
と
い
う
、
初
め
て
の

参
加
者
も
大
勢
お
ら
れ
、
そ
の
方
々

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
非
常
に
よ
か

っ
た
。
」
「
見
れ
て
よ
か
っ
た
。
」

「
戦
争
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
た
。」
と
書
い
て
く
だ
さ

っ
て
い
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
開

催
の
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
街
に
も
戦
争
が
あ
っ
た 

地
元
、
豊
田
で
の
戦
争
時
の
出
来

事
に
つ
い
て
の
展
示
は
、
今
年
も
関

心
が
多
い
展
示
で
し
た
。 

終
戦
の
年
１
９
４
５
年
の
１
月

１
３
日
に
、
２
３
０
６
人
も
の
死
者

が
出
た
三
河
地
震
と
呼
ば
れ
る
大

地
震
が
あ
り
、
こ
の
豊
田
で
も
高
岡

地
域
で
亡
く
な
っ
た
人
が
い
た
と

い
う
こ
と
や
、
終
戦
の
前
日
８
月
１
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４
日
に
ト
ヨ
タ
の
工
場
な
ど
市
内

３
か
所
に
模
擬
原
爆
パ
ン
プ
キ
ン

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
、
今
の
浄

水
駅
付
近
の
伊
保
原
に
特
攻
隊
の

訓
練
飛
行
場
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

は
、
初
め
て
知
っ
た
人
た
ち
に
大
変

な
驚
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て 

ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
の

実
相
を
伝
え
る
「
原
爆
と
人
間
」
の

写
真
パ
ネ
ル
と
、
広
島
の
高
校
生
が

被
爆
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
絵
に

描
い
た
作
品
の
展
示
は
、
核
兵
器
の

存
在
の
非
人
道
性
を
強
く
訴
え
、
記

憶
の
継
承
と
い
う
面
か
ら
も
心
打

つ
も
の
で
し
た
。 

 

こ
の
テ
ー
マ
の
催
し
企
画
と
し

て
は
、
朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」

の
上
演
と
ア
ニ
メ
映
画
「
つ
る
に
の

っ
て
」
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。 

 
戦
時
の
品
々
、
書
籍
な
ど 

 

実
際
に
戦
争
に
赴
い
た
方
が
持

ち
帰
っ
た
水
筒
や
、
墨
塗
り
の
教
科

書
な
ど
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。 

 

沖
縄
を
再
び
戦
場
に
し
な
い
、
沖
縄

の
今 

い
ま
、
沖
縄
の
南
西
諸
島
に
は
、

次
々
に
自
衛
隊
の
基
地
が
で
き
、
弾

薬
庫
や
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
、
ま

さ
に
軍
事
要
塞
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
に
つ
い
て
展
示
し
、
特

別
催
し
と
し
て
、
沖
縄
戦
の
こ
と

を
描
い
た
「
島
守
り
の
塔
」
と
い

う
映
画
を
上
映
し
ま
し
た
。
同
時

に
沖
縄
諸
島
の
現
状
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
講
演
会
を
開
き
、
好
評
で
し

た
。 

映
画
は
、
あ
の
沖
縄
戦
が
、
い
か

に
一
般
住
民
を
残
酷
に
犠
牲
に
し

た
か
が
よ
く
わ
か
り
、
講
演
と
併

せ
て
、
こ
の
ま
ま
軍
備
が
す
す
め

ば
、
８
０
年
前
と
同
じ
こ
と
が
ま

た
沖
縄
で
起
こ
り
う
る
、
沖
縄
が

再
び
戦
場
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
危
機
感
を
強
く
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を

許
し
て
お
い
て
は
沖
縄
の
人
た
ち

に
申
し
訳
な
い
！ 

戦
争
体
験
を
聞
く
会
で
は
長
崎
の

原
爆
で
親
戚
の
多
く
を
失
っ
た
方

の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。 

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も

参
加
者
が
多
く
、
好
評
で
し
た
。 

今
年
も
多
く
の
市
民
と
と
も
に
戦

争
の
悲
劇
を
見
つ
め
な
お
し
、
平

和
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
良
い

機
会
を
提
供
で
き
た
と
思
い
ま

す
。 協

賛
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た

皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
た
ち

の
有
形
無
形
の
ご
協
力
、
ご
支
援

の
お
か
げ
で
、
こ
の
「
豊
田
市
平

和
を
願
う
戦
争
展
」
と
い
う
、
草

の
根
の
平
和
運
動
が
継
続
で
き
て
い

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
し
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

第
３
６
回
豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争
展

実
行
委
員
会 


